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BUN 測定をおこなった58例では、重症 8 例中 4 例が70mg /却以上、他の 4 例も 40~50mg/却と増
加、中等症15例では 2 例(13.3% )が50mg/ 却程度の増加を示し、 4 例はわずかに正常域をこえてい
るが、 9 例 (60.0% )は増加せず。軽症35例では増加するものは 1 例もなかった。また蛋白尿は発病
後 7 ~21 日、多くは10 日前後、 BUN は発病後 6 ~14 日、多くは 7 目前後で正常に復する。
2. 実験的研究
犬の大勝管よりオリーブ油を注入して牌炎をおこしたが、その際注入するオリープ油量を加減する
ことにより、これを超重症、重症、中等症、軽症の 4 群に区分し、術後 6 時間、 24時間、 3 日、 7 日、









変化を認める。術後 3 日では勝の変化はなおつよく、 NPN はかなり恢復するが、尿および腎の変化









2. しかし蛋白尿は発病後10 日前後、増加せる BUN はこれにややさきだって発病後 7 日前後で正
常に恢復する。
3. 犬のオリープ油注入牒炎においては、超重症群では発病後 6 時間の早期に勝はもちろん腎もつ
よく障害されるが、重症以下では腎障害はおくれて発病24時間後にようやく著明となる。しかし発病 7
日後には著明に恢復し、組織学的にも発病後21 日には正常に復する。勝はこれにおくれて発病後30~
60 日で正常に復する。
4. 中等症では重症と同じ傾向の変化を認めるが、その程度は軽く、恢復も速やかであり、軽症で
はさらに軽く、また早く依復する。
5. 以上の実験的事実は臨床的知見によく一致し、急性牌炎における腎障害は一過性であり、その
予後は比較的良好で、ある。
論文の審査結果の要旨
急性腺炎に腎障害を伴うことが多いが、多数の臨床例 (435例)について、その実態を明らかにした O
さらに実験的にオリーブ油注入牌炎犬を用いて牌炎の重症度と腎の障害を対比してその意義をたしか
めた。
腎障害は重症ほど高率で、かつ組織学的にもかなり高度な変化を呈するが、生存例ではその依復は
かなり速やかで、一過性のことが多く、その経過は比較的良好で、あり、臨床的知見とよく一致する。
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急性腺炎の腎障害は膜炎の軽重、経過の判断に役立つものであり、また急性豚炎の治療にあたり、
腎障害の意義と、その対策の重要性を示したもので、価値ある研究と考えられる。
- 116 -
